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京都。大学ミュージアム連携は、2011年に文化庁文化芸術振興
費補助金「文化遺産を活かした観光振興・地域活性化事業」の助成を
受けて、京都の大学ミュージアムが収蔵する文化遺産をひろく展
示・公開することにより、京都という地域の文化的特性を示すとと
もに、京都文化を活性化することを目的として成立をしました。
京都は「大学のまち」と呼ばれることがありますが、じつは「大学
ミュージアムのまちJと言ってもよいほどに、多くの大学ミュージ
アムがtそれぞれの個性を競いながら活動を続けています。その各
大学ミュージアムが力を合わせて、より強力な活動をして、各館の
活動や収蔵資料の魅力を知っていただき、京都の新しい魅力を感
じ取っていただきたいと考えて、活動をはじめました。・
2012年度に実施した京都・大学ミュージアム連携合同展覧会
「大学は宝箱 !一京の大学ミュージアム収蔵品展一」は、マスコミ
にも多く取り上げられ社会的注目を集めるとともに、全国の各都
市における大学ミュージアムからも注目を集めました。2013年度
には、九州産業大学美術館のご協力のもと、福岡市内にある九州大
学総合研究博物館、九州産業大学美術館、西南学院大学博物館およ
び佐賀大学美術館と京都・大学ミュージアム連携との合同展覧会を
九州産業大学美術館で開催し、地域を越えた大学ミュージアムの
交流を実現しました。
これにより、京都文化の多様性を九州地方にも伝えることがで
き、同時に京都の地域文化の活性化にもつながりました。
今年度は、東北歴史博物館および東北学院大学博物館、東北福祉
大学芹沢鐘介美術工芸館のご協力を得て、京都。大学ミュージアム
連携合同展の場を東北に求め、本連携の事業とその意義、そして京
都の大学ミュージアムが収蔵する多彩な考古歴史資料、美術工芸
資料をより多くの方々に知っていただきたいと考えています。大
学ミュージアム連携の輪をさらに広げることにより、それぞれの
館の活動や収蔵品の数々を多くの皆様に楽しんでいただきたいと
考えています。
出品作品は、各大学ミュージアムがそれぞれの収蔵品のなかか
ら選んだ約140点であり、全体はおおきく二部から構成されます。
第I部は、各大学ミュージアムの代表的な収蔵資料であり、大学
の個性を示し、同時に美術的、歴史的にも価値の高い「大学の宝物J
です。第Ⅱ部は、京都の大学ならではの、京都の歴史や文化、美術工
芸の発展などを伝える作品、資料類を「京都の歴史と暮らし」とし
て展示します。そして、第Ⅲ部は、京都と東北、各大学ミュニジアム
と東北との関係を示す作品、資料を展示する「東北との絆Jです。
京都と東北の新しい絆をお楽しみ下さい。
「アクティジにまなぶ大学生たちの力」
いま、大学生が主体となった諸活動が、地域に活気をもたらしています。
その活動範囲はますます広がりを見せています。まちづくりのための地
域の魅力発見や、地域活性化のためのイベントの企画、伝統文化の継承
活動、子どもたちの居場所づくり、そして被災地の文化面での復興・・・。地
域のさまざまなアクターとの連携は、大学生の社会性を磨くことにつなが
りますが、なによりそこで発揮される新しい発想と企画'実践力は、地域に
新しい風を吹き込むことがありま九
今回のシンポジウムでは、京都と東北の大学による大学ミュー ジアムを
拠点とした活動から、アクティヴにまなぶ大学生たちの力の可能性と課題
について議論します。
開催日時:2014年11月1日(土)13:30～(開場13:00)
加藤幸治 (東北学院大学博物館准教授)
芳野 明 (京都嵯峨芸術大学附属博物館館長)
■会場
東北歴史博物館
住所 :〒985-0862 宮城県多賀城市高崎1-22-1
丁EL:022-368-0106    FAX:022-368-0103
HP:httpノ/www.thm.pref.miyagijp/
巨―malにthm―servi⊂e@pref.miyagijp
■アクセス
●」R線をご利用の方
」R東北本線 (仙台駅から14分)
「国府多賀城駅」となり
」R仙石線「多賀城駅」下車 徒歩25分
●お車をご利用の方
仙台東部道路「イ山台港北|⊂」から約10分
国道4号線苦竹インターから
国道45号線を塩釜方向に8km(約25分)
仙台港フェリー ターミナルから15分
無料駐車場(191台・大型バス10台)
■京都・大学ミュー ジアム連携について
京都・大学ミュー ジアム連携運営委員会事務局
住所 :〒606-8585 京都市左京区松ヶ崎橋上町
(京都工芸繊維大学美術工芸資料館内)
丁巨L:075-724-7924  FAX:075-724-7920
HP:http://univ―museurYn―kyoto.co m
E―mall:question―un v―musOum―kyoto@kt.acjp
:   ●多賀城跡
